























































                                                                 









































































テム（NDL-OPAC）において、表 1 にある条件で文献を検索した。 
 
表 1．分析対象の検索条件 
タイトル：「教育 and 原理」 資料種別：「図書」に限定 









































 この図を見ると、1950 年代から 1980 年代にかけてほぼ一貫して増加していた
出版数が 1990 年代に入ると半減し、2010 年代になってまた増加していることが






























変化を、年代ごとに示す図を作成した。それが図 2 である5。図 2 で特に注目する
べき点は、1990 年代までは 11 章以下で構成されている文献が、8 割を超えていた
のに対して、2000 年代に入るとそれが 6〜7 割程度にまで減少し、その代わりに
12〜15 章で構成された文献の割合が増えていることだろう。とりわけ 2010 年代













































































































 次ページにある表 2 は、上記の分析によって得られた頻出語の上位 20 位まで
をリスト化したものである。出現数はその単語が含まれている章の数であり、出
現率とは出現した章が全体の章に占める割合を示している。例えば、1 位の「教





                                                                 


















 表 2 は年代の変化を考慮したものではない。そこで次に、各年代がどのような
言葉で特徴づけられるのかを確認してみよう。表 3 は、各年代を特徴付ける言葉
を示したものである。単語の右にある数値は Jaccard の類似性測度である。Jaccard








あるかということである。そうした視点から表 3 をみると、それらの言葉は 1980
年代を特徴づける言葉となっている。 




















































































































































後、再び 2010 年代にその数が増加した。第二に、1 冊あたりの章の数は、年代を
経るにしたがって増加の傾向にあり、2010 年代では、12 章以上で構成された文献























































村井実，1968，『教育原理 1968 年 10 月-1969 年 3 月』日本放送出版協会。 
小熊伸一，2017，「テキストブック教育原理に関する書誌的研究」『現代教育学部
紀要』pp.35-46. 
下司晶，2014，「未来を担う教員を育成するために」林泰成・山名淳・古屋恵太編
『教員養成を哲学する：教育哲学に何ができるか』東信堂, pp.74-79. 
筒井美紀・遠藤野ゆり，2013，『教育を原理する：自己にたち返る学び』法政大学
出版局。 
